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Klub Japanの皆さん、 

新年明けましておめでとうございます。 新しい年が皆様にとって、平和で穏やかな一年となりますように心よりお祈り申

し上げます。 2017年もKlub Japanと仲良くお付き合い下さいませ。  

 

今年の干支が 酉年と言うのは皆さんすでに話していてご存知かと思いますが、まず干支とは 十干と十二支を組み合

わせた時間と暦の単位の一つで60日で一周する周期です。十干は 「甲(こう)・乙(おつ)・丙(へい)・丁(てい)・戊

(ぼ)・己(き)・庚(こう)・辛(しん)・壬(じん)・癸(き）」の総称で、 12支は、「子（ね）・丑（うし）・寅（とら）・卯

（う）・辰（たつ）・巳（み）・午（うま）・未（ひつじ）・申（さる）・酉（とり）・戌（いぬ）・亥（い）」の12種

類からなります。 これらを組み合わせた結果が、60通りとなって、干支の一巡りとなります。2017年の正しい干支は、

十干では 訓読みで 丁（ひのと）、十二支では 酉（とり）となって、 丁酉 （ひのととり）となります。 

 

酉年とはどんな特徴があるのかちょっと興味があったので調べてみました。 十二支や干支では 酉のつく年は、商売繁

盛につながると考えられています。 酉（とり）は「取り込む」に繋がると言われ、 

そこから運気もお客も取り込めるというものです。 

又酉の由来に、「果実が極限まで熟した状態」というもので、そこから物事が 

頂点まで極まった状態が、酉年だとも言われています。 

 

酉年の人には次のような特徴があるそうな、、、 

 鋭い直感力、決断に迷いがない、行動力抜群、親切で面倒見が良い、社交性抜群。 

又一方では次のような特徴も、 

 本音を隠したがる、だめだと判断したらすぐあきらめてしまう、プライドが高め、神経質。 

良い面が現れると、、頼れる兄貴分・姉後肌で優れた直感力を頼りに即行動を起こせる人、 

悪い面が現れると、外面はいいけど本音が見えない神経質な人となってしまうそうです。 

 

ごあいさつ 
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Klub Japanでは 2016年から引き続き、2017年には ますます充実したボランティア活動が出来るように、又ボランティ

ア活動に大切な時間を使って下さっている会員をより大切にしていくために、新しく次のような事柄を計画しています。 

まず、ボランティアで訪問援助活動を行っていることは皆さんもうすでにご存知だと思います。 訪問援助の内容は、市から

派遣されるいわゆるホームヘルパーと言われる方の活動とは重複しないかたちで、Klub Japanのボランティアがお手伝いを

するという決まりで、実際にはボランティア会員と役員と訪問を受ける側の3者による話し合いで、その内容を決めて行って

来ました。 

理事会では2016年より、実際にボランティアのお仕事をしてくださっている会員の方たちと話し合って、訪問援助という奉

仕活動を行う上で、又始める上で、知っておく必要があると思われる内容を記載し、新しく 【訪問援助の手引き】と題した

小冊子を発行する事にしました。 これからボランティアを始める会員には、訪問援助の内容を前もって理解していただくた

め、 新しく訪問援助を受けようという会員には、どのような訪問援助の内容が期待できるか、Klub Japanと言う団体が

行える援助活動の内容を記載しました。この小冊子は、ボランティア活動を希望された方、訪問援助を望まれた方にこれ

からお渡ししていく考えです。 

健全なボランティア奉仕を続けていく上で、お互いの経験を分かち合い、知識と理解を深めることは、とても大切だと考え、

201６年9月に、コペンハーゲン市にこのような会合を定期的に設置できるように、援助金を申請しました。 その結果市

から、Klub Japanに2017年にこの用途に使える援助金5000krがいただけることが確定しました。昨年は6月にコンサル

タントの方に来て頂いて、話し合いの場を設け、ボランティア会員が集まって会合を開きました。コンサルタントからはとても有

益な経験話と知識を頂きました。 今年最初の理事会では、今後どのような形と内容で、ボランティア会員のための会合を

開くかについて、話し合います。勿論ボランティア会員達とも話し合って、実りある形の会合にしたいと思います。 

最後に、2017年度も、コペンハーゲン市から 交流の集いへの援助金が確実となりましたので、団体の運営資金はこれま

で通りと変らず、交流の集い、散歩会、忘年会、新年会と 会員便りの発行、と言った充実した活動が出来る事をお約束

します。 

活動の幅を広げるために、カラオケ、麻雀、囲碁、映画会などの集まりを月に1回程度で開くことも、新しいアイディアとして、

生まれていますが、まだ実際に其れが行えるかどうか、いくつかの小さな問題を解決する事が先決で、そのためには2017年

は理事会にとって大変忙しい一年になりそうです。 会員の皆様からのご意見や各種活動への感想なども、いつでも歓迎

いたしますので、ぜひ理事会宛に送って下さい。  

会員の皆様、2017年もKlub Japanでは、デンマーク在住の日本語が話せる高齢者が少しでも楽しい時を過ごせるよう

に、役に立つ知識を共有し、楽しめる活動を計画していく所存ですので、会員の皆様には、これからもご支援を宜しくお願

いします。                                                    知恵子ピーターセン 
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さんぽ会 報告 

８月、１０月、１２月のさんぽ会のご報告です! 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２０１６年８月、第四回さんぽ会は、記念すべき はじめての『お弁当付き』さんぽ会でした。また、自然一色、歩け

ば何がなんでも（怒った人も、鬱なひとも）気持がよくなる、「森と湖の癒しコース（企画者談）」で、初の郊外企画

でもありました。ホルテ駅に11時に集合。参加者は、会員非会員、老若男女、日本から来た客人やデンマーク人も混

ざった総勢12名。まずは住宅街を抜け、湖ぞいのこじんまりとした邸宅をみながらすすみます。特にシドニー・オペラハウ

スの建築家ウッツォンが自身の為に建てた家が皆のお気に入りになりました。その後、豪邸が並ぶエリアへ。特に圧巻

は、テレビシリーズ・Matadorの舞台になった家で、大きな館と庭に圧倒されつつ、美しい景色にも見入りました。その後

森の中に入り、緑濃い中をひとしきり歩き、出発して1時間半以上歩いてかなり疲れてきたころ、ちょうど森の中の小高

い丘の上、湖が見渡せる休憩所でお弁当を広げました。今回、散歩会専属シェフおすすめ季節のお弁当中身は、 

のし豚柚子胡椒味噌添え、チキンカツとサニーレタスとトマトとソース、セリ天ぷら、鰊の梅煮針生姜と赤紫蘇添え、海

老しんじょう風焼き物、伊達巻、鮭の散らし寿司ゴマ青シソ添え、胡瓜と人参一夜漬け ・・・という、豪華さ。見た目も

お味も素晴らしく、みんな、あっという間にたべてしまいまし

た！帰り道は少し短く森と住宅地の中を小一時間歩

き、最後、きれいな老人ホーム（私立か？）の前を  

通り、老人ホーム談義になりました。駅の近くまで戻り、

湖沿いのカフェで各々アイスクリームやコーヒー、ビール  

などを手にして座り、雑談に花を咲かせたあと、散会。 

参加者の皆さんの感想は、とにかく楽しかったおいしかっ

た、リフレッシュした、知らなかったデンマークの一面を見

た、初めての人とはなして勉強になった、、、などなど。 

外気を吸い、景色を見たり、歩いたり、話したりしながら経つ時間は、何か特別な質があります。今回も、何か達成感

のような、ポジティブな心持で帰途につくことが出来ました。 

 

１０月のさんぽ会は、場所をがらりと変えてコペンハーゲンの中心部に設定し、裏道、抜け道を通りつつ、新しい建築、

古い建物や公園などを散策し、コース近くの一会員のアパートでお弁当休憩、その後さらに散歩しながら解散地に向か

う、というものでした。通り抜けた名所は、Rådhuspladsen, Magstræde, Christiansborg, Det kongelige 

biblioteks have, Sorte diamant, Nyhavn, Kongens have, Botanisk have, Torvehallerne, Israel 

plads, Øster parken …  と、数えきれないくらい。 筆者の私観で一番驚いたのは、今はさること２０年前は   



観光客さえも殆ど到達しない、知る人ぞ知る静謐な雰囲気に満ちた庭園 Det kongelige biblioteks have（王立

図書館庭園）がなぜか今、ポケモンGoでゲームする青少年の間で「聖地」と呼ばれる人気スポットになっていて、走り回

り、互いに呼び合う少年たちでいっぱいになっている図に遭遇した瞬間です。ああ、驚いた・・・。 そして、寒風に吹かれつ

つ長い間散策し、屋内で座って食べたお弁当のおいしかったこと！ 
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さんぽ会 報告 

猫の手も借りたい１２月。今年最後の企画は、「クリスマススペシャル版」として、フリーランズミュージアムのクリスマスア

トラクションと抱き合わせでした。参加人数は、当日キャンセルもあって当初予定より減り、最終３名の参加となりまし

た。しかし、アトラクション付き企画であることから、少なければしっとり、多ければ賑やかの予想でイケルと想定していて、

３名でも決行しました。あいにく、当日、里のお天気は朝から雪空。仕方なく、８時の決定では一度キャンセルでした。

ところが数分後、ＴＶの天気予報による「午後回復」とのニュースを受けて即決行に変更し、電話連絡により確認を取

り敢行の運びとなりました。参加人数が少なかったために出来たことです。参加者全員とも、フリーランズミュージアムのク

リスマスは初めてです。冬枯れの雰囲気もいいもので、「昔は子供を連れてきたわねえ、、、。」などと、とノスタルジックに

浸り、ぬかるみ道の園内を泥靴になりながら、こうして大人の目で見るのもまた楽しいものと、園内をのんびり散歩しまし

た。一般的にデンマークのアトラクションは、積極的に楽しまないと小さくてショボい規模です。またクリスマス企画は、シニ

ア料金なく、入場料おとな６５クローネでちょっと高く感じましたが、プロの俳優による劇と、２基の風車内部をエンジニ

アによる説明付きで見せてもらったのがお値打ちでした。劇の内容は、北欧のクリスマスのお話で、小人を信じない農夫

と信じる妻の大げさなやり取りと、大人には見えない小人が滅茶苦茶いたずらする様子に大笑いでした。 どんなにいた

ずらされても、頑として、「小人なんて、いるわけないじゃないか！」と妻をバカにしながら、意地悪そうに観客に語りかける 

暖かいお茶と、今回も散歩会お抱えシェフ制作の９-１０品もの

おかずが詰まった幕の内風のお弁当ですっかりお腹が満たされて、

もう立ち上がれないか、、、と危惧したほどです。参加者の皆さん

にざっくり聞いてみたところ、良かったという声が多かったのは、昼食

後にたずねたBotanisk have（植物園）。温室の中で、かなり

皆さん盛り上がっていました。地図上で測った歩行距離は7ｋｍ

弱ですが、行く先々でちょろちょろ歩き回っているので、かなり多

め、９kmは下らない距離を歩いているはずです。知り尽くしてい

るはずのコペンハーゲンの市街地も、案外見落としていたスポット

があったり、変わってしまった場所があったり、一人で歩くのとは違う

楽しみを見つけたり・・・。みなさん、思い思いの楽しみ方をされた

ようで、うす暗くて寒いけど楽しかった、大満足の秋の日曜日でし

た。 <記・高橋> 
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さんぽ会 報告 

農夫に、子供たちが、「ニッサーそこにいるよ～、いるったら～、ほら、見えないの～！い・る・よ～！」と、一斉に大声で

呼びかけます。私たちの前の子供などは、あまりに興奮して、椅子から落ちるシーンもあって、本当に微笑ましく、その必

死の様がもう滅茶苦茶可愛いくて、私たちおばば連中は“可愛すぎてどうしましょう～”というくらい困ってしまいました！

予定通り２時ごろ休憩地に着き、甘酒、レッドスープ、キッシュなどで遅い軽食となりました。今回は人数が少ないなり

に親睦が深まってよかった、このような抱き合わせ企画の散歩会は楽しいが入場料の有無や歩く距離についての考慮が

必要、など、ためになる感想をたくさんいただきました。また、デンマーク冬の戸外イベントは難かしい、との実感は残り、

今後の課題です。今後散歩会のさらなる充実めざしてフィードバックしていきたいと思います。<記・野田> 

 

・・・というようなわけで、Klub Japanのさんぽ会は、脈々と静かな盛り上がりを見せながら、続いております。 

一月、二月の一番寒く足元がすべりやすい時期はお休みになりますが、今後もアイデアを絞りつつ、皆さんとの楽しい出

会いに思いをはせつつ、さんぽ会の企画に励んでゆきたい考えています。 

さんぽ会の参加者は平均５-から１０人。規模の小さな、ほのぼの和気あいあいとした雰囲気の集まりです。初めての

方も、どんな年齢層の方もスッと溶け込めること請け合い、そして体も動かしていい気分で一日の終わりが迎えられること

間違いなしです。 

日も長くなり太陽の光に温かみが加わる頃になったら、そろそろです。ある日、企画者から会員の皆様に突然お知らせ

がやって参りますので、気軽に一度参加してみてください。 
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会員よりの メッセージ 

クラブジャパンでは、会員の皆さんにお願いし、自己紹介、ライフスタイル、クラブジャパンについて言いたい事等、メッセー

ジを文章にしていただき、折に触れて掲載させていただこうと考えています。本号では、３名の会員に快諾いただきまし

たので、皆さんの文章を載せさせていただきます。 

クラブジャパンの家 

2009年にストックホルムの友人を訪問した際に、彼女からストックホルム市は在住の日本人高齢者の

為に市内の一室を無料で提供している、会員の自由な出入りにより、情報交換、相互扶助が可能と

なり、ボランティアを希望する若者達の加入も増えて会は自主活動グループと認められ市からも大いに

賛同されていると、又公共の援助だけでなく日本人同士のコミニュケーションの手助けを必要としている

人、子供達が巣立ち老いた連れ合いと二人で退屈な日常を過ごしている人、引きこもりがちな一人

住まいの寂しい高齢者にとってはオアシスのような存在と聞き、随分羨ましい話だなーと思いました。 そ

の後ここコペンハーゲンでも出来ないことはないのでは？と2009年に土台作りに立ち上がったのが役員

の杉下則子さんと会長の知恵子ピーターセンさんでした。 

> お二人の緻密な調査や会員誘致でとうとう2012年に社会奉仕活動団体としてクラブジャパンが

発足したのです、会員数も年々増え今では54名とか、最初から会員として登録していても私はあまり

お役に立つことも出来ませんでしたが、積極的な若い役員の方達の活動で興味深い企画がたてられ

今は殆ど毎回交流の集いを楽しみに参加しております。ストックホルムのようにいつの日かコペンハーゲ

ン市が我々の為に場所を提供してくれる事を切に願っています. 

人が老いると言う平等には他のいかなる平等もかなわない、と言われるようにこれから益々老いを迎え

ていく我々、身体の衰えは免れる事が出来ません、しかし自国の言葉で自由に語り慰め合う機会がい

つでもあれば心も明るく豊かになります、統計的にも家に閉じこもって過ごす孤独老人より人と交流活

動をしている人の方が健康で長生きできると言われています、クラブジャパンを通して益々交流の輪を

広げお互い助け合って楽しい老後を過ごしていけたらと願っています。 

かをる カーステンス 
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   クラブジャパン入会の経緯 

ある日、友人からの電話で『この度クラブジャパンと言う高齢者に支援して下さる会が出来たのよ。貴女

の様に年をとり、先々不安な境遇の人にはとても心強い存在なのよ。ぜひ入会しなさい』と勧めて呉れま

した。でも私は日本人会にも入ってる事ですし、二つもの会に入る気は無くて、『その内にね』と生半可に

お答えしました。 

やがて友人からの手配によるものかしら、分厚い封筒が届き、クラブジャパンの有り方が記せられた説明

書が入ってました。詳しい内容が書かれていて、私は｣強く興味を持って拝読しました。何べんも読み返し

て私は日頃から私達高齢者の為に、何か困った時にお世話下さる方が居たら、どんなにか助かって嬉し

いことかしら!!とそんな思いがありましたものですから、そんな私の思惑に突然出遭った様に不思議な気持

ちがしました。やはり高齢者の老後の事、察知して、立ち上がって下さった方が実在されて居た事に幸せ

を感じます。クラブジャパンの誕生は、今まで誰しも成し得なかった事を成し遂げて下さったのです。ほんと

に老年者にはありがたい限りです。クラブジャパンという名目で誕生して、そして【出帆】された事、私達の

夢が叶った事に嬉しい限りです。 

私は早々に入会させていただきました。途中で連れ添いも共々一緒に、、、。 

私は元来あまり人前に出るのが好きでなくて、苦手な方でした。対人関係が下手で今迄もどの会に出て

も馴染むのに困るほどでした。けれどKlub Japanの交流の集まりでは、何時の時でもわたしは楽しい事

です。誰かれの隔たりなく、お話が出来て、暖かい気持ちに成ります。 

夫にKlub Japanのどこが好き？とたずねたら、皆さんとお話が出来て楽しい雰囲気が好きと答えます。

交流の会は老いも若きも年代はまちまちだけど、私は皆さんとは同級生のような感じを抱いています。私

は叱られるかもね、、、。この年齢ですから。 

年末の忘年会、そして新年会とお逢いするのが間近に続いて嬉しい限りです。 

会長様そして役員の方々、ボランティアの皆様、献身的にお世話を下さるご様子を目前に拝見して何時

の折も感謝いたして居ります。 

色々とお手数の懸かる大変なお仕事と思います。私の深い感謝の念をお伝えします。 

最後に私にあの時に強く入会を勧めてくださった友人に感謝の気持ちを寄せながら。 

 

私の遊び心 

私はコーヒーの時間がだあーい好きです。でもそれは何時の時もサッツと走り去って終ふのです。もっと度々

交流の会があればなあーと思ったりするのです。 

つづく 
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ニュルンベルグのクリスマス マーケット 

ニュルンベルグと聞くと、昭和生まれの私の記憶の中に、ニュルンベルグは、軍事裁判が行われた場所と、イン

プットされています。 

第二次世界大戦において、ドイツによって行われた戦争犯罪、ナチス政権要人を裁く国際軍事裁判（1945

年11月20日－1946年10月1日）が開かれ、日本の極東国際軍事裁判（東京裁判）と並ぶ二大国際

軍事裁判の一つです。 

ニュルンベルグは、ドイツの東南に位置し、バイエル州の都市。人口50万人を超える。中世からの伝統があり、

経済、文化の中心をなし、教育熱心の大学町。音楽、コンサート、合唱団の文化活動が盛んである。リヒャル

ド ワグナーの楽劇、ニュルンベルグのマイスター シンガー の舞台としても知られている。 

12月11日、娘家族と車で、片道2時間半で、ニュルンベルグ市に到着。孫の友達、ドイツ人が迎えてくれる。

彼は、経済専攻する大学生。長身のイケメン君。英語で、町の説明をしてくれる。市電の走る街並木を15分

歩いて行くと、Christkindmarktの書いてある看板が目立つ。 

ドイツ３大のクリスマス  マーケット（ドレスデン、シュツッツ    

ガルト、ニュルンベルグ）の中で、ニュルンベルグは、世界一有名

とされている。ニュルンベルグでは、クリスマス  マーケットは、   

クリストキント マルクト(Christkind markt)と呼ばれ１１  

月２５日－１２月２４日の間に２００万人が訪れる。 

マーケット開幕宣言は、１１月２５日、クリストキント、即ち、

幼児天使によって行われる。キリストキントとは、生誕したての 

イエス キリストのことである。クリストキントは、２年に一度、  

１６歳－１９歳の女の子から選ばれ、長い金髪をカールし、 

歌の時間です。もっとしっかり声を出して、他の人は口を大きくひらいて唄っているのに、彼がささやきます。

私も口を開きかけましたが、やはり歌を指導して下さる方の何とも云えない美しい美声に魅せられて、その

方に気が傾くのです。 

あの方、歌がとてもお上手ですばらしい音声やねえーと、そっと彼につぶやけば、自分も同感だと小さく答え

て、二人して歌手のほうに身を寄せて、耳をかしげ聞き惚れるのです。いつの間にやら歌の時間は終わり

ました。同じくいつもの様に、、、、。 

美野榮アンダーセン 
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 金色のガウンをまとい,金冠をかぶる天使は、クリスマス マーケットのシンボルで人気がある。南ドイツでは、クリス

マス プレゼントを子供達に与えるのは、キリストキントとされている。１６２８年にクリスマス マーケットが始ま

り、子供達は、毎年、プレゼントをもらい、その後も続けられ、伝統化される。 

クリスマス マーケット会場は、１４世紀に建てら 

れたフラウエン教会を背景にした大広場に作られ、

９９屋台が並ぶ飲食店５４店、土産、工芸品

店３８店、プラム人形店７店。名物の飲み物、

グルックは、瀬戸物コップで配られ、コップ代３ユー

ロ、パントされる。コップを返せば、お金は戻る。  

紙コップを使わないので、ゴミの山は、避けられる。

ワイン業者協会が、市役所とタイアップし、エコ  

運動に協力した成果だそうです。そう、言われて 

みると、屋台通りに、ゴミが落ちていません。 

グリルしたソーセージは、珍味でした。焼きたてのパンも美味しかった。果物がぎっしり詰まったフルーツパン、蜂蜜

とスパイス入りの菓子、レープクーヘン(Lebkuchen)は、クリスマスに欠かせないものです。 

プラム人形とは、顔がくるみ、体がプラムやイチジクで出来ており、可愛い手作りの小さな人形が勢ぞろいしてい

るのは、見事。その中で、人気者は、煙突掃除夫です。アンデルセンの童話に出てくる主人公に似ており、夢が

あります。 

広場の一角にそびえる黄金の塔は、美し泉と呼ばれる噴水の塔。

柵の間につなぎ目のない金の輪があり、左に３回、目をつぶって

回すと、願い事が、叶うと言われ、長蛇の列が続きます。私も、 

願いをかけました。何を願ったかは、秘密です。メイン会場の隣の

市庁舎広場では、姉妹都市のクリスマス市があり、ニュルンベルグ

と姉妹協定を結ぶ２０都市（ヨーロッパ、キューバ、ニクラグア

等）からの特産品展示の屋台が並んでいました。飴店では、  

いろいろな種類の飴が並び,華やいでいます。パンケーキ店、  

チョコレート店、洋服、鞄店、土産店等を見ているだけで楽しく 

なります。そぞろ歩きの中に、たくさんの言葉が、飛び交います。日本語も聞こえました。 

気がつくと、灯りが点滅し出し、クリスマス気分を盛り上げて、寒さを空の彼方へ追い出しているのようです。綺

麗な光りの渦に身を任せると、天使が、幸せを運んでくれたかのようでした。マーケットの傍のコーヒー店の二階か

ら灯の洪水を目に焼き付け、帰路に着きました。 

クロイツアー 綾子  



10 

新顔 紹介：新理事（２０１６年５月～ ） 野田 皐月 さん 

皆様、おばんでございます。まだまだ若いと思っていた自分も、知らない間に年を重ねたようで、ふと気が付けば６０

が間もない年齢となりました。改めて見回すと、当たり前のことですが、周りもちゃんと一緒に年を取っていて、日本人

会を例にしても、シニアの割合が高いだろうと想像します。そんな折、８０歳を超えても変わらず元気な知り合いを

通じ、ＫＪについて知りました。方向性を模索する発展途上にありながら、明確な目的を持って、地道に行う活動

を心から応援したく、昨年(２０１5年)５月入会しました。 

初めて参加した交流の集いでは、さまざまな年齢層の日本人の方々とお目にかかりました。会を支える若い年齢の

方が意外に多かった中で、手押し車を押し、３か月に一度の会を楽しみに、自力で参加された年配の方々のこと

が印象的でした。母国を離れて老後を迎えるイメージを現実として見たインパクトは大きく、笑顔を拝見しながら、い

つまでも元気に頑張って参加してほしいと心から願いました。一方、会員を外へいざなう「散歩会」では、元気な

方々と一緒に町や自然を歩きながら、「７０歳を過ぎてバンジージャンプ」などというおったまげの冒険談や勇気ある

体験談を伺い、セロトニン満杯の活力に背中を叩かれた感じで、「歳を取った」などと簡単に口にできないほどの刺

激をいただいています。 

幸か不幸か私はとうに両親を亡くし、若い従姉妹の不幸もいくつか経験したせいで、生死感というものをごく自然に

肯定的に受け止めており、更に、人は人生の終わりに従って修行を続け、仏に近づいてゆくという観念を持っていま

す。老後についても同様で、可能な限り、自分の行く末まで余裕を持って計画し、選択肢も増やして、能動的に管

理したいと真面目に考えています。昨年、いくつかの活動に参加し、クラブジャパンの先輩諸氏の皆さまからいろいろ

なお話を伺う中で、人生は貯金の積み重ね、という教訓を引き出すことができました。私のいう貯金とは、経済的な

蓄えに限らず、元気なうちに脳と身体を鍛える「力」や、隣人や友人関係を大事に心がける「絆」の貯金で、健やか

で心豊かな老後になくてはならないものです。 

結局、人生の価値は、努力で決まる、という言葉通り、充実した老後生活も普段の心がけに尽きると言え、自分

勝手な行動をとっていたら、それは叶いません。自分の方法が思うようにいかなくても、クラブジャパンの活動は、いろ

いろな人と出会える機会と場、便利な情報やアイデアを提供してくれ、そのためのよいきっかけを作ってくれることで

しょう。老後に備える時代の私も、今のうちにせっせと貯金を積み上げておきたいと思います。余談ですが、今年の私

の目標の一つは、昨年に引き続き、体力づくりです。週に３回、１２キロの道のりを走り結構ハードですが、自分を

叱咤して走りきった時の気分は最高で、やめられません。シェアしたい方がおられたら、是非一緒に走りましょう。これ

からもどうぞよろしくお願い致します。 
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     第７回クラブジャパン交流の集い          

日時：3月26日（日曜日）13:30~16:30 

場所：Valby Kulturhus Valgårdsvej 4, 2500 Valby 3階2号会議室 

今回は、「日本の歌」、「空手の型を紹介」、「徹子の部屋？」ならぬ会員の皆様から

とっておきの自慢話や体験談を伺う企画など、盛りだくさんのプログラムです。 

詳細は、３月初め、会員の方全員にＥメールで配信される交流の集いのお知らせ、およ

びクラブジャパンのホームページ、facebook会員専用 Klub Japanをご覧ください。 

皆様の参加を心待ちにしております！ 

Klub Japan では、随時会員を募集しています。   電話： +45  22 59  66 61  

ホームページ www. Klubjapan.dk                   メール ：klubjapan@gmail.com 

Klub Japan からの お知らせ 

KLUB JAPAN の認知症サポーター講座に参加しませんか？ 

認知症はどうのようにおこるのか、認知症の人をどんなふうに支援できるか、そして、デンマーク

で認知症になったら？？ 

本講座は、日本の厚生労働省が主導する『認知症サポーターキャラバン』の要綱にそい、海外に住

む日本人の為に日本語で行われる、小さなグループを対象にした講座です。厚生労働省から認定さ

れた講師が同省より支給されるテキストを使用してお話しいたします。 

日時： ３月５日（日曜日）１３時より 

場所：Valby Kulturhus Valgårdsvej 4, 2500 Valby  

参加費は無料。参加希望者は事前に申し込みが必要です。 

お問い合わせ/申し込みは、クラブジャパンまで。 

 klubjapan@gmail.com     ☎ 22 59 66 61 

mailto:klubjapan@gmail.com

